
 

 

 

 

  

 

 

 

           

銘苅小学校区まちづくり協議会×なは市民活動支援センター(めかるゆんたく会議) 

めかる学習ステーション 8月末オープン！！  
那覇新都心地域の中高生やそのお友だち向けに 

「なは市民活動支援センター」の部屋で学び合い(自主学習)をオープンします！ 

静かな環境で学びあう、地域の自習室です。ステーションでは地域や学校で役立つボランティアや新聞を

使った読解力講座も行っていく予定です！ 

 

申し込み方法★初回時に、メンバー登録(無料) 

対象：市内の中高生（那覇新都心地域） 

 

■学習ステーション開館日･時間■ 

【月・火・木・金・土】 午前 9:00~午後 8:00 

【水・日】 午前 9:00~午後 5:00   (休館日：6/23慰霊の日、年末年始 12/29～1/3) 

 

■めかる学習ステーションで行うボランティア活動・講習(予定)■ 

①地域や被災地で活動する人によるボランティア基礎講座。話し言葉や文章をまとめる力も身に付けて、 

障がい者など情報弱者の力に！ 

②新聞の地域関連記事を再編集する情報クリップ・ボランティア。国語と社会に強くなろう！ 

③新都心をより住みよいまちにする地図づくりやプロジェクト！    など 

 

 

 

  

 

 

 

 

参 加 希 望 の 方 は セ ン タ ー ス タ ッ フ ま で お 声 か け く だ さ い ！  

【発行】 8 月号 

なは市民活動支援センター 

〒900-0004 那覇市銘苅 2-3-1

なは市民協働プラザ 2 階 



 

 

インターンシップ生いらっしゃ～い！ 

8月 12日から沖縄大学・沖縄国際大学の学生、計 5名が 

なは市民活動支援センターにインターンシップに来てくれました。 

市民活動とは？まちづくりとは？一つひとつ学びながら、協働大学院の 

お手伝いや、外に出てのインタビュー等、積極的に動いていました。 

今回のインターンシップの最終成果物「新旧市街地での伝統食文化継承・ 

創造に向けた市民活動の誘発/支援プランを提案」に向けて、旧盆の前日にはマチグワァーへ足を運び取材も行いました。 

取材結果やインターンシップを通しての気づき等、中間報告・最終報告を、取材先の方々やまちづくり協働推進課職員の前で行

い、ディスカッションの場を設け大いに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

真地小学校 4年生よりお礼の手紙が届きました！ 

5月のある日、お昼に突然の大雨が。 

遠足で消防庁舎を見学していた真地小学校の生徒達が、お弁当を食べる場所を 

探していると 1階女性センターに連絡が入りました。 

なは市民活動支援センターが相談を受け、2階の交流スペースで真地小学校 4年生 

約 100名が賑やかにお弁当の時間を過ごしました。 

センター長が最後に「大きくなったら市民活動でまたセンターに来てね！」と 

小学生達に熱いエールを送りました。…そして 8月。夏休み中に生徒達が書いた 

お礼の手紙を先生が持ってきてくれました！大きくなったらまたセンターに来てくださいね！ 

 

夏休みラジオ体操 

銘苅小学校 PTCA と銘苅小学校区まちづくり協議会の主催で夏休み期間中、銘苅小学校のグラウンドでラジオ体操を行なって

います。これは、那覇市の人材データバンクモデル事業※として実施 

をしており、ラジオ体操指導者が交代で派遣されて体操を教えています。 

毎日、児童達や地域の方 100～200人の参加があり、 

まちづくり協働推進課からも男性職員が積極的に参加し、 

気持ちの良い汗を流しています。 

 

※「那覇市人材データバンク」とは、協働やボランティアについて関心や意欲があり、実際に実践している市民活動団体や個人の方々と、

ボランティアを募りたいがどこにどのような相談していいかわからない、とお悩みの方々を「マッチング」させるための新たな仕組みです 

センターでのできごと 



 

 

 
社会福祉法人 沖縄県社会福祉協議会 地域福祉活動モデル事業募集 
募集締め切り 平成 28年 9月 30日(金)【当日消印有効】 

■対象事業■ 

①既存の事業や公の制度では難しい地域福祉のニーズに応える先駆的、開拓的な取り組みで、他のモデルとなる事業 

②地域福祉の活性化や課題解決に向けた取り組みで、一定の成果が期待できる事業 

③本会の助成期間が終了しても継続して実施することができる事業 

■対象団体■ 

社会福祉法人、一般社団法人、一般財団法人、公益福祉法人、公益財団法人、特定民法法人、特定非営利活動法人、

任意団体(ボランティアグループを含む)、市町村社会福祉協議会 

■助成概要■ 

助成対象経費の 80％以内(上限 100万円)/2年間(平成 29､30年度)  

------------------------------------------------------------------------------------ 
公益財団法人大和証券福祉財団 第 23回ボランティア活動助成 
応募締め切り 9月 15日(木)【当日消印有効】 

■対象団体■ 

高齢者、障がい者、児童等への支援活動及びその他、社会的意 

義の高いボランティア活動をしている 5名以上の営利を目的としな 

い団体・グループ 

※平成 25年度(第 20回)以降に財団の助成を受けた団体・グル 

ープの今年度の応募資格はありません。 

（「災害時ボランティア活動助成」は除外） 

■応募課題■ 

高齢者、障がい児者、児童問題等に対するボランティア活動、社会 

的意義の高いボランティア活動 

■助成概要■ 

上限金額(1団体当たり)：30万円/総額 3,500万円 

 

 

 

  

「第 14回市民メディア全国交流集会＠OKINAWA」 

メディア実践者や研究者、行政、企業などの協働で映像や情報発信、情報交換などを通してこれからの市民メディアのありかたを

考える交流会・市民ジャーナリズムを考える場として開催。 

日  時：9月 25日(日) 11：00～16：30  なは市民活動支援センター 会議室①(なは市民協働プラザ２階) 

入場料：無料 

学生による学生のための 10 分間ムービー祭や沖縄型伝統的市民メディア実践報告、円卓会議・・・盛り沢山の内容となってい

ますのでお気軽にお越しください。 

※公共交通機関を利用してお越しください。 

■お問い合わせ先■ 

メール medifes2016@gmail.com 

ブログ okinawamedifes2016.ti-da.net/ 

イベント情報 

助成金情報 

その他助成金情報も掲示して

います！ 

 

 



 

 

詳しいことは 8/29(月) センターのホームページを要チェック! 
おもに那覇市で活動する市民活動団体及び個人が安定的で活発な活動と団体の自立に資すること及びなは市民協働プラザ

に入居する各団体との交流につながることを目的に平成 28年度の支援ブース及び事務室の入居団体を募集します。 

■利用料金■  

 （１）支援ブース 月額1,500円 

 （２）事務室   月額12,000円  

 

■使用期間■ 

 平成28年11月1日～平成29年3月31日 

 ※ただし、更新の申出があったとき、 

更新の必要があると認めた場合には2年を超えない範囲において、その期間を更新することができます。 

 

 

HPが新しくなりました！ 
今まで検索しても探しづらく、ご迷惑をおかけしておりましたが、「なは市民活動支援センター」と検索するとページ

がすぐに出てくるようになりました！利用登録・会議室予約等の申請書データ様式もダウンロードできるようになっ

ております。ぜひご活用ください。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会議室の料金 

会議室①(84人)1300円/1時間 ★舞台アリ 

会議室②(36人)650円/1時間 

会議室③(45人)650円/1時間 

会議室④～⑦(12～21人)200円/1時間 

会議室⑧(24人) 250円/1時間 

研修室①(36人) 200円/1時間 ★和室 

研修室②(17人) 200円/1時間 

 サイズ 金額 

モノクロ A3以内  1枚 0.5円 

カラー 
A4以内  1枚 1.5円 

B4以上  1枚 2.5円 

 

お問合わせ 

なは市民活動支援センター 

〒900-0004那覇市銘苅 2-3-1なは市民協働プラザ２階 

TEL：098-861-5024 / FAX：098-861-5029 

メール：C-KATU005@city.naha.lg.jp 

※（  ）定員は目安です。イスや机は追加できます。 

 ■印刷料金■ ※印刷用紙はご持参ください。 

予告！ 平成 28年度支援ブース・事務室 入居団体募集！ 

なは市民活動支援センター 検索 

支援ブース 事務室 


